
神戸市総合基本計画審議会第２回総会 委員追加意見 

 

●長瀬委員意見 

・ P40-42 「子どもを健やかに育む」に関して 

１．書き方として、2025 年の学校像が見えるように書いていただきたい。 

    市民の方が読まれて、「神戸市の学校、学校教育はこうなる」と分かるように。 

２． 内容的には、 

  「分かる授業づくり」→確かな学力 

  「たくましい体、健康づくり」→運動・遊具施設の充実 

  「楽しい学校づくり」→子どもが主体となる学校行事など、諸活動 

  「安全・安心のある学校づくり」→地域が一体となって支える学校、通学の安全確保 

  「障害のある子どもと健常な子どもが共に学べる学校」→人権、インクルージョン、バリアフリー等 

 「家庭・地域・学校の連携」→市民の参画と支援。教師を支え、共に子どもを伸ばす学校づくり 

  「地域のコミュニティセンターとしての学校」→生涯学習できる場としての学校 

    など、もっとイメージ化できる内容と書き方にしていただきたい。 

他の章との比較で見ると、教育に関する夢のある内容が書けていないように感じます。 

市民にとって、とりわけ大事な箇所です。 

 

 

●林委員意見 

・ P54④イに、「ジャズ」を追加すべきではないか。 

・ P49「地球温暖化」にふれているが、それはそのまま「低炭素社会」という緩和策（Mitigatim）とを

直結している。地球温暖化は長期的な平均気温・海面上昇とともに、短期的には「極端気象」の激

化、頻発化が強く危惧されている。現に、2008 年には都賀川で痛ましい災害も発生し、「ゲリラ豪

雨」の対策の必要性が再認識されている。その当事都市である神戸市にとって「１ まちの安全を

確保する」の中に、あの「局所的な集中豪雨などの予測困難な災害についての検討を「めざす姿」

や「ともに進める取り組み」に、そして環境都市への適応策（Adaptatim）の視点を反映させるべき

ではないか。 

・ P57（１）本文３行目、「を図るとともに、」 → 「を図ることによって」とすべきではないか。 

・ P72～ 2010-2025 は、退職した大量な団塊世代が地域に参入し、後期高齢者となる 15 年だとい

える。従来の地域マネジメントとは異なる新しい枠組の創生が求められていると思う。しかし、そう

した次の 15 年が地域社会に関して持つ特殊性が考慮されていないような印象がある。 
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●矢崎委員意見 

・ 2025 年にこの都市が、どのような都市になっているのか？どんな都市を目指していくのか？そこ

が見えませんでした。印象を一言で表すと総花的。多くの市民が私と同じことを感じるのではない

かという危惧を抱きます。 

・ 今回の基本計画がこれまでの計画と、また、神戸が他都市と比べて決定的に異なる点は、神戸

市が「デザイン都市」を目指すというところにあるのではないでしょうか。 

・ 文中に多数、デザインという言葉が散見されるのですが、あれ程の時間と思いを重ね合わせてコ

ンセンサスを得たはずのデザインという概念が、再び矮小化されてしまっているように見えます。 

デザインという文化技術を用いて、人の在り方、生き方、くらし方。都市の在り方、構造。それらの

上に産業活性化や新たな企業創出や企業誘致、来神者増大化などにつなげていこうということだ

ったと思います。おそらく、これにより具体的な施策を立案する際に、具体的なアイデアが生み出

されるものと考えます。例えば、 

豊かな地域コミュニティ→生活デザインをテーマに豊かな地域コミュニティを育む 

人材が集う仕組みをつくります→クリエイティブな能力を持つ人財が集う仕組みをつくります 

・ 今一度、全ての計画をデザイン都市という独自の切り口で、今一度、ブラッシュアップされることを

切望いたします。発表された計画を見た市民がワクワクし、日本中、世界中の行政マンやメディア

が感動し、注目してくれるそんな計画にしませんか？要素は全て揃っていると思います。是非ご

検討ください。 
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○前島委員提出資料 

 

・P.34 ３－３－①エで追加する 

「六甲山･摩耶山からの 1000 万ドルの夜景、有馬温泉･灘の酒蔵の和の灯り、居留地･南京

町の異国の灯り、メリケン波止場の港の灯り、須磨･舞子の海峡の灯りなど、神戸の｢光｣の

観光資源をデザイン都市の視点でライトアップし、｢光の都｣神戸のまちづくりに取り組み

ます｡」 

 

・P.41 ２－３－⑤ 

里親支援という言葉を入れる｡ 

「･･･虐待防止･早期発見に全力で取り組むとともに、虐待を受けた児童への家庭的なサポ

ート、また、里親支援･自立援助ホームに取り組みます｡ 

 

いじめ、不登校の問題に対し、子どもの視点で対処するとともに、児童に対する総合的

な学習支援とメンタルケアに取り組みます｡」 

  

・世界の中での神戸 

神戸開港から今日までの礎を築いた、神戸ゆかりの外国人にスポットを当て、それぞれ

に纏わる物語を読み起こし、市民とともに研鑽するとともに、広く世界に発信することで

観光交流･人材交流･文化交流につなげる｡ 

 

・P57 

北区の分区を検討する 

北区は昭和 48 年に兵庫区から分区し、面積は神戸市の 44%を占めており、当初 117,000

人であったのが大規模な住宅団地の開発により、平成 22 年１月の人口は 226,993 人までに

増加した｡  

近年は北部北神地区の開発が進み、三田市に近い鹿の子台地区などに住宅が次々と建設

されている｡ 

しかし、北区役所は北区の南部に位置する神鉄鈴蘭台駅近くにあり、北部北神地区の住

民は区役所へ行くに際して、20km も離れていてたいへん不便である。北神出張所が岡場駅

前にあるとはいえ、区役所でないと用件が片付かない場合も多い｡ 5 月に行なっている北区

の祭りも南部と北部が一年交代で実施している｡ 

北神地区の人口は９万人弱ではあるが、早急に分区をして、北神地区に新しい区役所を

設置して、住民サービスの向上をはかるべきとの意見が多い｡ 

この際、神戸市総合基本計画の中で、近い将来、北区の分区を検討し、実施するべきで

ある｡ 
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○立花委員意見（第４回活力・魅力部会提出意見） 

 

○くらしや仕事のスタイルが変化するなか、良好な農村環境・景観も少しずつ変化してい

る。しかしながら守るべき環境は必ず守らねばならない。現在取り組んでいる 農地・

水・環境保全向上対策などの事業が終了しても、継続的に市民とともに良好な営農環境

を保全・活用するための取り組みを引き続き行う。 

 そのために、ボランティア（援農）や体験農園等で広く市民が農業現場に触れ合い参画

する機会を作り出す。 

 

○神戸の農業・農地を維持・振興するためには既存の専業農家後継者の育成や定年帰農者、

地域外からの新規就農者を育成し、担い手とすることが不可欠である。 

 そのために地理・気候ともに条件に優れ、農業生産力も高い神戸市西区に設置されてい

る神戸市立農業公園を再度地域農業振興の核として位置付け、神戸市民とともに産業と

しての農業を振興したい。 
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